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神奈川県教育委員会教育長 殿 

提出日：令和５年３月 31 日  

学校名：県立藤沢養護学校  

令和４年度 学校評価報告書（目標設定・実施結果） 

 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（3月 28 日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （ 2 月 14 日実施） 成果と課題 改善方策等 

１ 
教育課程 

学習指導 

〇自立と社会参

加に向けた一貫

性のある教育課

程を編成し、学

習指導を行う。 

 

 

 

 

①ねらいを明確に

し、子どもたちの

「わかった・でき

た」をより多く引

き出すよう授業改

善をする。 

 

 

 

 

 

②各教科のねらい

や指導形態を見直

し、教育課程に反

映する。 

①-1 子どもたちの「わか

った・できた」姿を明確

にした授業づくりと授業

実践を行う。 

 

 

①-2 エントリー授業や授

業公開等を活用し、他の

教員の視点を入れること

で授業改善につなげる。 

 

②-1 昨年度の校内研究の

成果を活用し、各教科の

目標と内容を意識した授

業実践を行う。 

 

②-2 授業実践を通して、

「何を学ぶのか」「どの

ように学ぶのか」を整理

し、地域と協働した教育

活動を教育課程に位置づ

ける。 

①-1 子どもたちの

「わかった・でき

た」姿を明確にした

授業づくりと授業実

践ができたか。 

 

①-2 エントリー授業

や授業公開を活用

し、授業改善ができ

たか。 

 

②-1 各教科の目標と

内容を意識した授業

実践ができたか。 

 

 

②-2 授業実践を通し

て、学習内容や学習

方法等を整理し、地

域と協働した教育活

動を教育課程に位置

づけることができた

か。 

①子どもたちが「わか

った・できた」姿を共

有し、一人ひとりに応

じた支援方法をチーム

で検討し改善を重ねる

ことにより、子どもた

ちが自ら取り組む授業

が実践できた。 

〇エントリー授業 38 件 

〇学部間交流研修 15 件 

 

②授業実践を通して、

育てたい力と教科等の

目標や内容の関係を整

理し、現行の学習内容

や学習方法等を見直し

た。 

〇学年を超えた集団に

おける学び合いと課題

解決を目的とした、高

等部総合的な探究の時

間における学習内容と

指導形態の見直し 

①チームによる授業力

の向上が課題である。 

〇経験者研修を全体で

支援し、「育てたい

力」の育成に向けた授

業づくりと授業実践を

進める。 

  

 

 

 

②小中高の学習の繋が

りが見えていないこと

が課題である。 

〇生活年齢に応じた育

てたい力の繋がりが見

えるよう、学部の目標

と指導内容を見直す。 

授業改善に向け、取

組の量も大切だが、

質的な評価の視点を

入れていくとよい。 

授業改善の取組が、

児童生徒の成長を促

すだけでなく、教員

自身の成長につなげ

ることが大切であ

る。 

 

 

 

 

●保護者アンケート 

・授業を通して、わ

かった・できた」経

験を重ねている。 

Ｂ評価以上 93％ 

・楽しく通学し、意

欲的に学んでいる。 

Ｂ評価以上 81％ 

①子どもたちの「わか

った・できた」姿を共

有し、チームによる授

業づくりと授業改善を

行う意識の醸成が進ん

だ。 

チームによる授業改善

に向けた持続可能な仕

組みを構築することが

課題である。 

 

 

②校内研究をとおし

て、学部ごとに育てた

い力と、教科等の目標

や内容の関係を整理

し、学習内容と学習方

法を見直すことができ

た。 

 生活年齢に応じた育

てたい力と学習内容の

小中高の繋がりが見え

るようにすることが課

題である。 

①経験者研修と連動さ

せ、チームで授業づく

りすることにより、経

験年数に応じた授業力

の向上と、チームによ

る授業力の向上を図

る。 

 

 

 

 

 

②めざす子ども像に向

け、生活年齢に応じた

育てたい力を整理し、

学部目標の繋がりを見

直す。 

あわせて、指導内容の

繋がりを整理する。 

 

２ 
児童・生徒 

指導・支援 

〇個々の障害特

性を理解し、生

活年齢や発達段

階 に 合 っ た 指

導 ・ 支 援 を 行

う。 

 

 

 

 

①児童生徒が、主

体的に学ぶことが

できる学習環境を

設定する。 

 

 

 

 

 

②アセスメントに

基づき個別教育計

画を立案し、支援

の手立てを、専門

職を含め組織的に

検討し実践する。 

①生活年齢や発達段階に

応じて、一貫性のある支

援ができるよう、既存の

仕組みや学習環境の見直

しを行う。 

 

 

 

 

②-1 個別教育計画で組織

的に検討した支援の手立

てを、個別の指導、集団

の指導で有効に実践し、

その成果と課題を保護者

と共有する。 

 

 

②-2 児童生徒の生活年齢

と特性に応じた手立てを

共有し、人権に配慮した

指導・支援を行う。 

①生活年齢や発達

段階に応じて、一

貫性のある支援が

できるよう、既存

の仕組みや学習環

境を見直しができ

たか。 

 

 

②-1 個別教育計画

で検討した支援の

手立てを、個別及

び集団の指導で有

効に活用し、実践

内容を保護者と共

有できたか。 

 

②-2 児童生徒の生

活年齢と特性に応

じ、人権に配慮し

た指導・支援がで

きたか。 

①「通学支援の在り方

プロジェクト」を通じ

て、児童生徒の意思あ

る移動に向け、学習環

境や学習内容を整理

し、「藤沢養護学校の

通学支援の在り方」に

まとめた。 

 

②発達年齢や特性に応

じた支援の手立てをチ

ームで検討し実践する

ことにより、個別及び

集団の指導において学

習のねらいを達成する

ことができた。 

〇小学部体づくり：優

秀授業実践教員の表彰 

〇口の機能のアセスメ

ント作成と、安全な給

食指導の手立てとして

のとろみ餡の導入 

①方向性は見えたが、

実施効果は未知数の状

況である。 

〇プロジェクトを通じ

て整理した成果物を指

標とし、実践を通して

今後の進め方を考えて

いく。 

 

②個別教育計画立案及

び評価に、専門職や相

談、進路担当の参画に

ついて、現状把握と整

理が必要である。 

〇定期的なケース会議

を設定し、専門職、相

談担当、進路担当の参

画を進める。 

生活年齢に応じた学

びを考える視点が重

要である。 

小学部段階から、生

活年齢に応じた取組

と、発達段階に応じ

た支援という視点を

保護者と共有できる

とよい。 

 

 

●保護者アンケート 

・個別教育計画の手

立てがチームで共有

され、授業に生かさ

れている。 

Ｂ評価以上 83％ 

①「児童生徒の意思あ

る移動」をテーマに、

小中高をとおした学習

環境や学習内容を整理

し、まとめたことは成

果だった。めざす子ど

も像に向けて、本人及

び保護者の願いと時代

のニーズを踏まえなが

ら、小中高の学習のプ

ロセスを作って行く必

要がある。 

 

②専門職や相談、進路

担当が関わることによ

り、多角的に支援の手

立てが検討されてい

る。個別教育計画立案

及び評価への参画につ

いて、現状把握とより

良い参画の仕方を整理

する必要がある。 

①めざす子ども像と育

てたい力の育成をめざ

し、校内での学習を校

外で実践することによ

り深める学習の流れを

作る。併せて、スクー

ルバスでの移動を公共

交通機関利用の前段階

と考えて、小中高連続

性のある学習を計画す

る。 

 

 

②月予定に、定期的に

ケース会議を設定す

る。個別教育計画やそ

れぞれの課題に応じた

コーディネートを、学

部の係りが行う中で、

専門職、相談、進路担

当が検討に加わる運営

を進める。 



 
視点 

４年間の目標 
１年間の目標 

取 組 の 内 容 校 内 評 価 学校関係者評価 総合評価（3月 28 日実施） 

（令和２年度策定） 具体的な方策 評価の観点 達成状況 課題・改善方策等 （ 2 月 14 日実施） 成果と課題 改善方策等 

３ 進路指導・支援 

〇卒業後の生活

をイメージし、

小学部段階から

系統性のある進

路指導・支援を

行う。 

 
 
 
 

①好きなこと・得

意なことをとおし

て、人や物にかか

わる力を育成す

る。 

 

 

②自分で選択する

ことや、意思を決

定する経験を重

ね、教育活動の中

で役割を担う意欲

と態度を育てる。 

①好きなこと、得意なこ

とをとおして、大人や友

だちと一緒に取り組む教

育活動を学校から地域に

広げる。 

 

 

②教育活動の中で、一人

ひとりに役割を設定し、

最後までやり遂げること

で自己有用感を感じられ

るよう支援する。 

①学校や地域の中

で人と一緒に取り

組むことを通し

て、人や物とかか

わる力を育成でき

たか。 

 

②自分で選択する

ことや、意思を決

定することを通し

て、自分の役割を

最後までやり遂げ

る意欲と態度を育

てることができた

か。 

①友だちと一緒に活動

することや、得意なこ

とを通して、友だちと

やり取りしながら、学

びあうことができた。 

〇地域の小・中学校、

高校との学校間交流  

②生活年齢に応じ、身

の回りのことから、手

伝い、役割を遂行し自

己有用感を感じる経験

を重ねることで、進ん

で取り組む意欲と最後

までやり遂げる態度を

引き出した。 

①場面や関わる人が変

わっても、対応できる

力を育成することが課

題である。 

 

 

 

②社会生活で求められ

る力と、生活年齢に応

じた育てたい力との繋

がりが共有されていな

いことが課題ある。 

生活年齢を意識した取

組の実践を進める中

で、小中高の 12 年間

でどのように育ててい

くかのプロセスを作っ

て行くことが、次のス

テップに繋がる。 

 

 

●保護者アンケート 

・選択や自分の気持ち

を伝えることを通し

て、自分の役割に取り

組もうとしている。 

Ｂ評価以上 85％ 

①好きなことを介して人

との関わりや、やり取り

をしながら学びあうこと

に広がった。場面や関わ

る人が変わっても、対応

できる力を育成すること

が課題である。 

 

②「社会で求められる

力」をテーマにした研修

において、教員、保護者

双方に学びがあり、意識

改革に繋がった。生活年

齢に応じた進路支援に、

保護者と協働して取り組

むことが課題である。 

①特性に応じた支援を

しながら、さまざまな

場面や関わる人が変わ

っても状況に応じて対

応できる力を育成して

いく。 

 

 

②進路に関する研修や

進路先の見学等をとお

して知識を深めるとと

もに、卒業後を見通し

た小中高段階での学習

課題の設定や、進路支

援について、保護者と

協働して深めていく。 

４ 地域等との協働 

〇共生社会の実

現に向け、地域

資源の活用、本

校の資源の活用

等を通し、双方

に有益な取り組

みを行う。 

①地域対象の研修

や地域住民と協働

した活動を行う。 

 

 

 

 

②特別支援学校の

センター的機能の

役割を果たし、地

域の学校等と協働

した取組を行う。 

①本校の教育活動等と地

域のニーズをマッチング

させ、地域と協働した教

育活動を企画・実施す

る。 

 

 

②-1 地域の学校に、本校

の教育活動を発信し、交

流および・共同学習を企

画・実施する。 

 

②-2 地域の小中学校、高

等学校の「支援体制の充

実」を図る働きかけをす

る。 

①地域と協働した

教育活動を企画・

実施することがで

きたか。 

 

 

 

②-1 地域の学校に

本校の教育活動を

発信し、協働した

取組ができたか。 

 

②-2 研修会や地域

の学校のコンサル

テーションをとお

して、「支援体制

の充実」に寄与す

ることができた

か。 

①分教室の寺院清掃

が、住民と協働した活

動として定着した。地

域の子どもたちと活動

を共にし、学びあう体

験教室を実施できた。 

 

②特性の理解や互いの

学びあいを形にした学

校間交流と共同学習が

実施できた。 

巡回相談や、研修会を

通して、地域の学校の

「支援体制の充実」向

け役割を果たした。 

〇巡回相談 30 件 

〇出前授業  2 件 

〇研修会企画 4 件 

参加者延べ 65 人 

①地域の方に本校の教

育活動が見えていない

ことが課題である。 

〇学習の中に地域貢献

の視点を取り入れ、

日々の学習の成果を地

域の中で実践する。 

②センター的機能の役

割を担う職員の育成が

課題である。 

〇校内ケース会議や地

域対象の企画等の運営

をとおして、職専門性

の向上を図る。 

学校がある地域と何を

どのように取り組み、

教育活動に入れていく

のかを工夫しながら、

双方に学びがあること

が継続に繋がる。 

 

 

●保護者アンケート 

・地域対象の研修や地

域と協働した活動が行

われていた。 

Ｂ評価以上 61％ 

・保護者及び地域の小

中学校、高等学校への

相談や、支援が充実し

ている。 

Ｂ評価以上 69％ 

①With コロナの視点で、

繋がりを考えながら、地

域での活動を模索した。 

アフターコロナの中で、

地域の中で教育活動のよ

り良い展開と、繋がりを

改めて構築していくこと

が課題である。 

 

②センター的機能を効果

的に活用することによ

り、学びあいの視点を学

校間交流に取り入れ、共

同学習にすることができ

た。 

センター的機能の役割を

果たし、校内外の支援体

制の充実を持続可能にす

るために、役割を担う職

員の育成が課題である。 

①地域貢献の視点をも

った学習活動を展開す

ることにより、子ども

たちに達成感を味わわ

せ、働く意欲や態度を

育成するとともに、学

校が地域の役割の一部

を担うことにより、

win-win の関係性を作っ

て行く。 

 

②職員一人ひとりが、

センター的機能の担い

手である意識をもち、

校内ケース会議や研修

会の運営、交流および

共同学習の企画運営を

とおして専門性の向上

を図る。 

５ 
学校管理 

学校運営 

〇 安 全 ・ 安 心

な、事故・不祥

事のない学校で

あるよう管理・

運営を行う。 

①全職員が自分の

こととして考える

意識を醸成し、事

故・不祥事を防止

する。 

 

 

②自分で自分を守

る行動がとれる子

どもを育てると共

に、危機管理能力

を高め、組織とし

て子どもを守る的

確な判断ができる

よう訓練する。 

①「不祥事に対するハー

ドルを下げない」を合言

葉に、法令を遵守し、定

期的な点検と職場討議等

を通して不祥事防止の取

組を実施する。 

 

②-1 防災教育を教育課程

に位置づけ、訓練を通し

て、自ら行動できるよう

にする。 

 

 

 

②-2 発災を想定した対応

マニュアルを見直し、訓

練することにより、実動

可能なものとする。 

①定期的な点検

と、職場討議等を

通して、不祥事を

自分のこととして

考え、未然防止の

取組ができたか。 

 

②-1 防災教育を教

育課程に位置づ

け、訓練を通し

て、自ら行動でき

るようになった

か。 

 

②-2 マニュアルを

見直し、訓練する

ことで、実動可能

なものにすること

ができたか。 

①定期的な点検や不祥

事防止研修をきっかけ

に、身近な事案を点検

し、リスク回避に向け

た見直しができた。 

 

 

②各学部の年間指導計

画に防災教育に関する

内容が位置付き、学習

した内容を訓練で実践

できた。 

〇避難訓練  ３回 

〇ｼｪｰｸｱｳﾄ訓練３回 

 

発災時の避難、実動

を想定して引き渡しマ

ニュアルの見直しを行

った。 

①意識の醸成は進んで

いるが、マニュアル化

されていない。 

〇未然防止の対策をマ

ニュアル化し、実動に

つなげる。 

 

②各学部の防災教育の

内容と学校安全に係る

業務の繋がりが可視化

されていない。対応マ

ニュアルが実動的なも

のに至っていない。 

〇学校安全計画として

可視化する作業を進め

る。訓練の振り返りを

マニュアルに反映さ

せ、実動可能なものに

改善する。 

マニュアルの整備、

点検、訓練に継続し

て取り組むことが必

要である。 

 

 

 

 

●保護者アンケート 

・児童生徒の個人情報

の保護に努め、事故・

不祥事の防止に取り組

んでいる。 

 Ｂ評価以上 88％ 

・学校は安全な場所で

ある。 

 Ｂ評価以上 89％ 

①「不祥事に対するハー

ドルを下げない」を合言

葉に、職場ミーティング

等や日々の点検をとおし

て、自分事として、同僚

性の中で、組織全体とし

ての意識を持って、不祥

事の未然防止に取り組ん

だ。 

②学部の教育計画に防災

教育が位置付いたが、小

中高の繋がりや学校安全

に係る業務との繋がりが

共有されていないことが

課題である。 

 作成したマニュアルを

基に訓練することによ

り、より実動可能なもの

に改善したい。 

①不祥事ゼロを目的と

し、引き続き不祥事ゼ

ロプログラムに沿って

取り組む。取り組みの

中で、誰しもが、聞き

たいことを聞き、伝え

たいことを建設的に話

すことができる風土を

醸成する。 

 

②防災教育の計画と学

校安全に係る業務をま

とめた学校安全計画を

基に、繋がりを共有

し、発災時の一連の対

応を想定した訓練を重

ねることで、計画と対

応マニュアルの充実を

図る。 



  


